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顧客への説明・確認項目

区分 項目 内容

現行サイトの状況 ページ数

アクセス数

特殊な機能 PHPなどのプログラムで実現している機能

公開画面 エントランスページ なし/あり

サイズ 幅のピクセル数

デザイン 暖色系/寒色系、写真調/イラスト調

フォント・文字サイズ ユニバーサルデザインフォントの採用

広告バナー

関連サイトリンク

SNS連携 どのSNSに連携するか

アクセシビリティツール ヘッダーにツールを配置するか

非常時画面 作成する/しない

静的ページ、ファイル ハザードマップ、例規集

管理画面 ユーザー登録 各課2ユーザー/すべての職員

承認フロー 有無/多段AND・OR

メール送信 送信する/しない

アクセス制限 IPアドレス/BASIC認証

スマートフォン レスポンシブ レスポンシブでスマートフォンに対応

スマートフォンアプリ PWA/スマートフォンアプリ

アクセス解析 Googleアナリティクスの導入

外国語翻訳 翻訳システム Google翻訳/Jサーバー

アクセシビリティ試験 試験を実施するか

サーバー 運用形態 Joruriクラウド、オンプレミス

冗長構成 Webサーバー複数構成

ネットワーク 外部ネットワーク機器 プロキシ、CDN、WAF

ドメイン サイトドメイン ドメインは同じ/変更する、lgドメインか

SSL どのSSLを使うか

関連サイト 共通ドメインのサイト 議会、子育て、観光、移住など

サイト内検索 配置する/しない Googleサイト内検索/JoruriSearch

外部システム連携 オープンデータ、Jアラート、マイナンバー

データ移行 移行内容 そのまま移行/記事を整理して移行

移行記事ページ数 300ページまで/300ページを超える

バックアップ 保存世代 毎日バックアップ、7世代保存

死活監視

セキュリティパッチ パッチ適用の手順

マイナーバージョンアップ 年に数回

マニュアル 標準マニュアル/専用マニュアル

操作研修 研修の形態 現地/リモート

運用サポート 問合せ対応

月次報告書

アクセス解析報告書
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具体的な事例（1）

■ページ数

自治体サイトでは、1000から3000ページを標準的なページ数と考える。

■アクセス数

○○から○○ページビュー/月を標準的なアクセス数と考える。

■特殊な機能

PHPなどのプログラムで実現している機能があるかを確認する。

■エントランスページ

トップページの前にあるランチャー的なページ。
「八幡浜市サイト」など

■画面サイズ

画面の横幅 1200px

ブレークポイント 960px未満、560px未満
タブレットの縦と横の表示を最適化するとこの値になる。
参考ページ：https://hashimotosan.hatenablog.jp/entry/2020/12/06/182327

■デザイン

暖色系／寒色系
イラスト調／写真調

■フォント

Noto Sans JP： AdobeとGoogleの共同開発による書体で、2014年にリリースされた。

Biz UDゴシック： モリサワが2022年に提供し始めた、ユニバーサルデザインフォント。

■文字サイズ

文字サイズ 16px、行間 フォントサイズの1.6倍 

■アクセシビリティ・ツール

ヘッダー最上部に配置する次の機能を備えたツール
ふりがな、読み上げ、背景色変更、文字サイズ変更、ズーム 

■非常時画面

地震などの災害時に、サイトのトップページを簡素なものに切り替える機能 

■静的ページ・ファイル

CMSでは生成しない静的なページや特殊なファイルをWebサーバーに配置する場合。
例：例規集、ウェブブック、ハザードマップなど 
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具体的な事例（2）

■ユーザー登録

各個人のアカウトを作成するか、各課に作成者と設計者をそれぞれ1アカウントのみ作成するか。

■承認フロー

特に各個人にアカウントを作成した場合、どのような手順で承認を行うかを決める。

■メール送信

承認処理は次のタイミングでメールが送信される。
このメール送信を行うかどうか。
・承認依頼（承認を依頼されたユーザーへ）
・承認実行（承認を依頼したユーザーへ）

記事を公開したタイミングではメールは送信されない。

■アクセス制限

作成中のサイトを閲覧制限する方法。 アクセス元IPアドレス、BASIC認証

■スマートフォン

スマートフォンへの対応をレスポンシブとするか、PC画面と同じにするか。
スマホ専用画面の作成は行っていない。
ガラケー（フィーチャーフォン）専用画面の作成は行っていない。

■スマートフォンアプリ

スマートフォンアプリを作成するか、PWAとするか。

■アクセス解析

Googleアナリティクスを組み込むか。matomoを利用し独自に解析するか。

■外国語翻訳

Google翻訳か、有償のJサーバーか。
翻訳する言語（英語、韓国語、中国語（簡体、繁体）など）

■アクセシビリティ試験

アクセシビリティ試験を行うか。結果をサイトに公開するか。

■サーバー

当社管理： Joruriクラウド、さくら専用サーバー／VPS

顧客またはベンダー管理： オンプレミス（庁舎内、データセンター）

■ネットワーク

プロキシ：
CDN（Content Delivery Network）：動的サイトの場合は利用が望ましい。
WAF（Web Application Firewall）：地方自治体のセキュリティクラウドには備わっている。



- 4 -

具体的な事例（3）

■ドメイン

リニューアルのタイミングで、lgドメインに変更する場合。
lgドメイン：地方公共団体や地方公務員を収容するためのドメイン

(metro,pref,city,town,vill）.（地方公共団体ラベル）.lg.jp の形式
浦添市サイト https://www.city.urasoe.lg.jp/

地域型JPドメイン（地方公共団体型JPドメイン） 2012年3月末に新規受け付け終了
鳴門市サイト https://www.city.naruto.tokushima.jp/

■SSL

オールインワンの1台構成： 無料証明書（Let’s Encrypt）
WebサーバーとCMSを分離： さくらSSL、FujiSSL 約1000円／年
企業認証： グローバルサイン

■関連サイト

同じドメインのサイトをどのようにするか。
議会、子育て、観光、移住サイトなど。

■サイト内検索

Googleカスタム検索またはJoruriSearch

■外部システム連携

■データ移行

記事データの移行をどのように行うか。
データベースから移行／公開画面をクロール

接続システム： オープンデータ（CKAN）、Jアラート、マイナンバー
接続方法： API、ファイル、メール
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具体的な事例（4）

■バックアップ

バックアップを何世代残すか
バックアップからの復旧は大規模災害やサーバー損傷時などを想定したものであり、操作ミスなどか
らの復旧は想定していない。

■死活監視

公開画面の死活監視
Zabbixで5分に一度チェック

■マニュアル

JoruriCMS2020の標準マニュアルでよいか。
顧客の公開画面を反映した専用マニュアルを作成するか。

■操作研修

リモート研修か現地研修

■問合せ対応

運用保守費での対応の内容
管理画面の操作、軽微な修正の代行

■セキュリティパッチ

OSやミドルウェアのセキュリティパッチの適用をどのように行うか。

■月次報告書

月次報告書の内容

■アクセス解析報告書

アクセス解析報告書の内容

■マイナーバージョンアップ

JoruriCMS2020のマイナーバージョンアップを年に数回行う。
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